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　「第２期能美市子ども・子育て支援事業計画」が計画期間を満了することに伴い、めまぐるしい社会

環境の変化や、本市のこども・若者を取り巻く現状を踏まえ、こども・若者が誰一人として取り残されず、

幸せな状態で生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現を目指し、新たに「能美市こども計画」

を策定します。 

計画策定の背景と趣旨

　令和７年度から令和11年度までの５年間

計画の期間

　生まれる前から乳幼児期を経て18歳までのこどもとその家庭、地域、企業、行政などすべての個人及

び団体、若者支援は概ね15歳から40歳未満 

計画の対象

基本理念

すべてのこども・若者に

笑顔があふれ

幸せが実感できるまち

ライフステージに応じた支援 ライフステージを通した支援 子育て家庭への支援

能美市の目指す姿

基本目標 １ 基本目標 2

目指す姿を実現させていくために

計画で取り組む大事なこと

基本目標 3

未来を担うこども・若者の

健やかな成長と

自己実現を支援

誰一人取り残さないために

こどもの育ちをサポート

安心して子育てができる

環境づくり
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　3つの基本目標を達成するため、「能美市の強み」を生かした重点方針を設定します。

重点方針

 

重
点
方
針

●１

専
門
職
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
よ
り
、
こ
ど
も
の
育
ち
を
支
援

重
点
方
針

●２

自
他
を
大
切
に
で
き
る
心
の
育
ち
を
サ
ポ
ー
ト

・子育て支援センター・ファミリーサポートセンター

・認定こども園等・児童館・放課後児童クラブ

・学校（小学校・中学校・高校・特別支援学校）

・教育センター　など

・児童相談所・医療機関

・児童養護施設

・相談支援事業所（障がい）

・あんしん相談センター　など

就労準備支援事業所

生活・社会・就労自立支援

アウトリーチ支援

訪問による相談支援

公的機関
連携 連携 つなぐ

地域

①こどもの総合相談窓口

サンテ【こども家庭センター機能】

健康推進課（１階） こども相談ステーション（２階）

②ネットワーク強化

○全てのライフステージにわたり、心身の発達段階に応じてサポート 

母子保健

　妊娠～乳幼児期の

　健康の保持増進

発達支援

　こどもの心身の

　発達に関する相談

障がい児支援

　障害児給付

　医療的ケア児

　支援

教育分野

　いじめ・不登校

　相談等

社会福祉協議会

親子サロン

妊期娠・出産期 乳幼児期 学童期 思春期 青年期

民間団体・企業

ファミサポ会員 地域スポーツクラブ・部活動 ご近所づきあい

地域福祉委員会

主任児童委員

民生委員・児童委員

その他…公民館こども食堂保護者会のみ♥子育てネットワーク

妊娠期・出産期 乳幼児期

意見表明・参画する力
自己選択・自己決定・自己表現できる力

学童期 思春期 青年期

・母胎と胎児の

 健康管理

・妊娠前の健康支援

・伴走型相談支援

・妊娠期の健康管理

・プレママ・プレパパ支援

・愛着形成支援

・健やかな心と体づくり

・地域や学校で多様な考え方に触れる

・こどもの権利について学ぶ

・ネガティブな経験も含めた人間関係を知る

・地域活動への参画の推進

・SNS等を活用した周知啓発
・地域での居場所の獲得（受け入れられる経験）

・すこやかな親子関係のための各種プログラム

・日常的なコミュニケーションを促進する遊びや学び

・こどもに関わる機関・こども家庭センター機能の取組

・虐待予防の取組・周知啓発

・親子関係（ライフステージに応じた関わりを支援）

・発達に合わせた遊び

・五感や好奇心を刺激

・愛情を受けて育つ

・考えを聞いてもらう

・意見が反映される

・否定されない

・知識を学ぶ

・学童期の経験生かす

・意見の反発

・折り合いを学ぶ

・他者を大切に思う心

・適切なパートナーシップ

・自立した生活

発
達
過
程

取　

組

①こどもの総合相談窓口の充実
　多職種の専門職を配置し、妊娠期及びこどもに関する悩みにワンストップで対応します。

②こどもに関わる関係機関、地域とのネットワークの強化
　　制度の狭間や複合課題を抱える家庭を支援するため、専門機関等との連携を強化するとともに、地域の見守りの力や関

　係機関とのネットワークの強化を図り、こどもの育ちを支援します。 

家庭児童相談室

　養護相談

　児童虐待

　ヤングケアラーに

　関する相談等

相手の気持ちを「思いやる」お人柄で
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計画の体系図
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妊娠期・出産期 乳幼児期 学童期 思春期 青年期

常駐の助産師・保健師による訪問・相談　母子保健DXの推進 

妊産婦健診・マタニティクラス　乳幼児健診　産前産後子育て応援ヘルパー

産後ケア　など  
 

  
 

母子の健康支援

主体性保育の充実　こども育成体験

小１プロブレム対策　など 

幼児期の教育・ 保育の充実

全ての小学校区に児童館・放課後児童クラブ　地域スポーツクラブ　など  

安心して学ぶことのできる環境づくり 

パパ・祖父母の子育て講座　親子の絆サポートの取組　子育て世帯訪問支援　認定こども園等巡回相談・支援　など

親子のよりよい関係性を育む支援 

こどもの権利の保障 

こどもの貧困対策の推進 

児童虐待の早期発見と早期支援 

発達の気になるこどもとその家族の支援の充実 

多様な居場所づくり 

不登校・ひきこもり・ 

自殺防止対策等の推進 

ＵＩＪターン家賃補助

ゲンバ・ヒーローズ

能美市大図鑑

「能美の取り柄」　など

就労支援

婚姻者に能美トチポ

結婚新生活支援 

移住定住補助　など 

結婚を希望する人への支援 

教育環境の充実

豊かな心と健やかな体づくり 

九谷焼・里山体験学習　食育の推進　など 

GIGA端末活用　コミュニティスクール

寺井高校昼食提供　など 

こどもの自己決定を支援　こども・若者の意見聴収　男女共同参画の寺井高校共同学習　こども・若者の権利・人権について講演会（親子参加）　など

こども食堂への支援　こどもの学び支援　自立相談支援　就学援助　など 

こどもに関するワンストップ相談体制　虐待防止ネットワーク強化　ヤングケアラー対策　など 

発達相談　医療的ケア児支援　家族交流支援　入学サポート説明会　など 

児童館・放課後児童クラブ　こどもの学び支援　地域での居場所（公民館等）　など 

妊娠から出産、子育ての経済的負担の軽減 

地域における子育て支援の充実 

ワーク・ライフ・バランスの促進

ひとり親家庭等への支援

子育て情報提供の充実

安心して外出できるまちづくり 

妊産婦・乳幼児・児童の医療費助成 　多胎妊婦健診助成　保育料軽減等の低所得者支援　小中学校給食無償化　プレママ・子育て応援金　など  

こども相談ステーション　子育て支援センター　ファミリーサポートセンター　地域の子育て支援団体との連携・ネットワークの強化　など 

育児休業制度の促進　男女共同参画フォーラム　病児保育の利便向上　など 

児童扶養手当　ひとり親家庭等医療費助成　相談・訪問　居場所づくり　など 

「はぐはぐ」「コドモン」等による情報配信　子育てコンシェルジュ配置　のみ子育てカレンダー　地域との連携　など 

インクルーシブ公園・遊具　授乳室の整備　通学路　交通安全の啓発　など

重層的支援   居場所づくり　アウトリーチ　高等学校等と連携　社会参加サポート 

就労準備支援　など 
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　本計画では、基本目標ごとの数値目標を設定し、計画最終年度に達成状況を検証します。 

基本目標ごとの数値目標

●「今の自分が好きだ」と思うこども・若者の割合（自己肯定感の高さ）

　　　　　　                   現状値なし → ７０．０％（国目標と同値）

●「自分の将来について明るい希望がある」と思うこども・若者の割合

　　　　　　                   現状値なし → ８０．０％（国目標と同値）

●「この地域で子育てをしたい」と思う親の割合

　　　　　　                                       ９８．４％ → 現状以上

ライフステージを通した支援

●「すべてのこどもは、大人と同じように１人の人間であり人権を

　持っている」と思う人の割合

　　　　　  １３歳から２９歳以下のこども・若者　７５．０％ → ９０．０％

　　　　　  １３歳から１８歳以下の人の保護者　８４．４％ → ９０．０％

●「社会生活や日常生活を円滑に送ることができている」と思う

　こども・若者の割合

　　　　　　                   現状値なし → ７０．０％（国目標と同値）

子育て家庭への支援

●「能美市は子育てしやすいまちだ」と思う人の割合

　　　　　　　　　　　 就学前児童の保護者　７８．５％ → ９０．０％

　　　　　　　　　　　 小学生児童の保護者　７８．６％ → ９０．０％

●「子育ては楽しい」と思う人の割合

　　　　　　　　　  就学前児童の保護者　現状値なし → ９０．０％

　　　　　　　　　  小学生児童の保護者　現状値なし → ９０．０％

ライフステージに応じた支援

基本目標 １

未来を担うこども・若者の

健やかな成長と

自己実現を支援

基本目標 2

誰一人取り残さないために

こどもの育ちをサポート

基本目標 3

安心して子育てができる

環境づくり
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Ｒ11年度Ｒ10年度Ｒ9年度

利用者数（人）

（各年３月末時点）

Ｒ8年度Ｒ7年度

140

12

195

1,054

1,128

261

316

363

392

367

394

140

12

195

1,055

1,128

261

316

363

392

367

394

140

12

195

1,050

1,113

262

306

363

382

366

384

140

12

195

1,037

1,113

261

306

362

382

364

384

141

12

195

1,039

1,108

259

296

360

382

353

384

1号

2号

量の

見込み

確保方策

量の見込み

確保方策

量の見込み

確保方策

量の見込み

確保方策

量の見込み

確保方策

３歳以上

教育希望

教育・保育の量の見込み及び確保方策

３歳以上

保育必要

１号、２号認定

２号認定

3号認定

0歳

保育必要

1歳

保育必要

2歳

保育必要

Ｒ11年度 

5,935

6

980

2,000

134

1,472

700

78

3,886

313

50

2

１５

470

1,217

126

57

Ｒ10年度 

5,906

6

975

1,950

134

1,471

700

80

4,023

316

50

2

１５

470

1,173

126

57

Ｒ9年度 

5,884

6

971

1,900

134

1,470

700

81

4,165

319

50

2

１５

470

1,130

126

58

Ｒ8年度 

5,815

6

961

1,850

134

1,469

700

82

4,311

325

50

2

１５

470

1,088

126

62

Ｒ7年度 

5,758

6

951

1,800

134

1,468

700

84

4,463

331

50

2

１５

470

1,048

126

－

延長保育事業

子育て短期支援事業

（ショートステイ）

放課後児童健全育成事業

（放課後児童クラブ）

地域子育て支援拠点事業

一時預かり事業（幼稚園型）

一時預かり事業（幼稚園型以外）

病児・病後児保育事業

子育て援助活動支援事業

（ファミリー・サポート・センター事業）

妊婦健康診査

乳児家庭全戸訪問事業

養育支援訪問事業

利用者支援事業

子育て世帯訪問支援事業

親子関係形成支援事業

妊婦等包括相談支援事業

産後ケア事業

乳児等通園支援事業

（こども誰でも通園制度）

延べ利用者数（年）

延べ利用者数（年）

実人数（年）

延べ利用者数（月）

実人数（年）

実人数（年）

実人数（年）

延べ利用者数（月）

延べ利用者数（年）

実人数（年）

延べ件数（年）

か所数

世帯（年）

実人数（年）

延べ相談回数（年）

延べ人数（年）

延べ人数（年）

地域子ども・子育て支援事業（量の見込み）

備考

　子ども・子育て支援制度による事業では、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みや

確保方策について定めます。 

子ども・子育て支援法に基づく事業計画 



発行年月　 令和７年３月

企画・編集　能美市健康福祉部子育て支援課

　　　　    〒923-1297　能美市来丸町1110番地

ＴＥＬ 0761-58-2232　ＦＡＸ 0761-58-2293

計画の本文は

こちらからご覧ください

能美市こども計画（概要版）


